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１．研究開始当初の背景 

 日常生活において顕著に見られるストレ

ス事態の１つとして，さまざまな場面で行わ

れる発表事態があげられる。日常生活におい

て，これまではこのストレス事態低減方略と

して，日々の発表経験の積み重ねに頼る部分

がほとんどであった。 

 一方，発表事態におけるストレスは，スピ

ーチ不安という側面から検討されている（た

とえば，Borkover， Wall， ＆ Stone， 1974）。 

 スピーチ場面の不安同定およびその心理

的な対処法（たとえばバイオフィードバック

療法）は、心電図のような身体的／生理的指

標が使用されることが多い。しかし、心電図

は迷走神経および心臓交感神経支配の心臓

血管反応に由来するため盤石なものではな

い。 

 小田原・田中(2006a)は，探索的研究とし

て肉体的・精神的なストレスとの関連が示唆

されつつある（例えば Nater et al.， 2006）唾

液から測定するαアミラーゼを測定指標と

したスピーチ不安同定の実験を行った。その

結果，心臓血管系反応同様にスピーチ不安と

いうストレス事態を評価できることが示唆

された。 

 随意性瞬目は瞬目活動の一指標としての

位置づけを持つ。申請者は 2002 年より随

意性瞬目に着目した。その結果，随意性瞬目

が内因性瞬目と類似した効果を持つことが
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少しずつではあるが確認されつつある。すな

わち課題遂行時の休息効果である。 

 これまでの研究において，随意性瞬目の実

施頻度とそれによるストレス低減の程度に

は個人差が大きいことが確認されている（田

中， 2003a; 田中， 2003b）。今回，随意性

瞬目実施を各被験者に対してより適切に実

施してもらうための新たな手法として，瞬目

知覚法（Blink Perception Method: BPM）を考

案した。 

 この BPM を使用して、唾液から測定可能

な指標を評価指標し、スピーチ場面における

不安低減効果を模索する。 

 

２．研究の目的 

①スピーチ場面（擬似的スピーチ場面も含

む）でのストレス状況下において，測定可能

な「非」心臓血管系指標を明確化する。すな

わち，測定負荷の低い唾液から採取できるコ

ルチゾルおよびαアミラーゼを，実験によっ

て設定されたスピーチ場面下で，既存のスト

レス評価測度と同時測定しそれらの特徴を

明らかにする。 

②．新たに考案した BPM を実験場面で実施

し，ストレスがどの程度低下するか明らかに

する。本研究においては，これまでの数多く

の研究で使用されている自律訓練法および

呼吸法と BPM を比較対照させ，その特徴を

明らかにする。 

 

３．研究の方法 

①被験者に日常生活における自分自身の内

因性瞬目頻度を意識（知覚）させる（ステッ

プ１）。 

②実験装置を使って被験者自身に安静時の

内因性瞬目の生起を確認してもらい，自己知

覚した頻度との差異を学習させる（ステ

ップ２）。 

③実験場面でのストレス状況（非スピーチ場

面も想定）において，内因性瞬目頻度が安静

時と異なることを確認させる（ステップ３）。 

④ストレス状況（主にスピーチ場面）を設定

し内因性瞬目頻度が変化した場合，随意性瞬

目生起によって内因性瞬目補完を学習させ

る（ステップ４）。 

 上記 4 段階の BPM を実用可能とするため

に、それらの未だ包含する諸要因の明確化を

行う基礎研究を実施した。以下に 3つの研究

成果を報告する。 

なお本報告書に詳細未記載の研究成果が、

最低 2つ存在した。その元データおよび分析

結果は2011年3月11日の東日本大震災時に、

バックアップも含めて破損し、その復旧は叶

わなかった。それについては概要のみを記す。 

 
４．研究成果 
①随意性瞬目の及ぼすストレス効果につい
て 

【目的】これまでの研究（たとえば，田中, 

2002b; 田中, 2003a; 田中, 2005b）で確認さ

れてきている随意性瞬目実施がストレスと

なっていないことを再確認することである。

【方法】被験者には、眼前の CRT 上に提示

したアナログ時計の秒針を手がかりとして，

随意性瞬目を実施することを課題とした。実

験中、非観血的連続自動血圧計を使用して血

圧を連続的に測定した。また唾液からα-アミ

ラーゼも測定を行った。 

 随意性瞬目の実施は、CRT 全体に呈示され

るアナログ時計の秒針を手がかりとして，1

秒に 1 回（60 回/分）の随意性瞬目を行う条

件（瞬目 A）および 1秒間 2回（120 回/分）

の随意性瞬目を行う条件（瞬目 B）を設定し

た。 

【結果】心臓血管系指標およびα-アミラーゼ

には随意性瞬目実施の影響は確認されなか

った（Fig.1 および Fig.2 参照）。この結果は

個人差を加味しても、随意性瞬目実施が心身



 

 

に過度な影響を与えていないこと確認する

ものである。これを踏まえ、以後の研究を進

めるものとした。 

 

 

②低ストレス事態下における自発性瞬目，α

アミラーゼおよび心臓血管系指標の特性に

ついて 

【目的】Nater et al.(2006)に類似した音楽

刺激を使用して，αアミラーゼ，自発性瞬目

および心臓血管系指標という３測度の特性

を評価することを目的とする。仮説として，

心臓血管系指標およびαアミラーゼはこれ

まで比較的多くの研究が比較的高ストレス

下での特性のみを確認しているため，この両

者は音楽刺激下での低ストレス弁別力は低

いと予測する。また認知−覚醒系指標である

自発性瞬目は，覚醒水準変化のみならず音楽

刺激の持つ興味という認知的側面にも反応

すると予測する。 

【方法】被験者には，Nater el al.(2006)に準拠

し，Classic と Hard Rock という異なった二種

類の音楽を刺激を提示した。 Classic は

Pomerium 演奏による Guillaume Du Fay 作曲

の”Bon jour, bon mois, bon an（収録 CD：Archiv 

457 586-2）“を Hard Rock は Deep Purple 演奏

に よ る “Speed King （ 収 録 CD ： EMI 

CD-FA3212）”を使用した。両方の楽曲の演奏

時間は共に約 5 分であった。全被験者にとっ

てこの 2 曲は，実験参加時に初めて聴取した

ものであった。聴取時には唾液から測定する

α-アミラーゼ，および非観血的連続自動血圧

計を使用した心臓血管系指標（血圧および心

拍数）の連続計測，を実施した。さらに垂直

EOG 法を使用して自発性瞬目を記録した。加

えて，実験中の気分変化を確認するために

POMS 短縮版（金子書房）を使用した。 

【結果】POMS 短縮版の結果から，表層的な

気分は音楽の影響を受けることが確認され

た。しかし，αアミラーゼ濃度には音楽の差

異は反映されなかった（Fig.3 参照）。 

これは同様の音楽刺激を使用した Nater et 

al.(2006)と同様の結果である。すなわち，α

アミラーゼには音楽刺激の差異を弁別する

感度に乏しいことを示唆する。この感度はス

トレスに関連するだけでなく，気分や感情に

も関連すると考えることも可能である。心臓

血管系指標の変動傾向は，近年の研究（たと

えば，Nater et al., 2005; 小田原ら, 2007 な

ど）同様，αアミラーゼと類似していた。自

発性瞬目活動の瞬目率には Hard Rock にお



 

 

ける瞬目率の増加傾向が確認された（Fig.4

参照）。 

POMS でも確認された曲の持つ活動的な

認知的要因が，被験者の覚醒水準をも高め

た結果と考える。以上の結果は，音楽刺激

は活動性を高めるが，ここで採用した指標

を変動させるほどのストレス負荷には至

らなかったことを示唆する。しかし本結果

は逆に，これまで未確認であったαアミラ

ーゼの反応閾値が高くないことを確認さ

せるものであった。 

③随意性瞬目の基礎的特性について 

【目的】随意性瞬目の特徴をこれまでと異な

った視点から再確認することを目的とする。

まず，随意性瞬目の基本特性，特に波形につ

いての検討を行うことを目的とする（実験

１）。さらに，随意性瞬目実施時の評価尺度

としてストレス指標として多くの研究知見

を持つコルチゾルも使用する。加えて随意性

瞬目実施時の状態像評価尺度として，

PANAS（Watson, Clark & Tellegen, 1988）

をも指標とする。これらに複数の尺度を使用

することで，随意性瞬目のストレス評価をよ

り多次元的なものにすることを目的とする

（実験２）。 

【方法】実験１では，安静時条件に測定した

自発性瞬目生起頻度を基準（サンプリングタ

イム 10 秒）に，自発性瞬目頻度とほぼ同等

の頻度の随意性瞬目を行う条件（瞬目 A1）

および自発性瞬目頻度の 2倍の随意性瞬目を

行う条件（瞬目 B1）を設定した。実験２で

は，自発性瞬目頻度の 1.5 培の随意性瞬目を

行う条件（瞬目 A2）および自発性瞬目頻度

の 2 倍の随意性瞬目を行う条件（瞬目 B2）

を設定した。両条件について，両実験とも条

件開始前の 1 分間にのみ電子メトロノーム

（SEIKO ECM-40）による音刺激にて瞬目生

起間隔を提示した。両条件は被験者毎に異な

る順序で実施した。 

 両実験とも，非観血的連続自動血圧計を使

用して心臓血管系指標（血圧および心拍数）

を連続的に測定した。さらに垂直 EOG 法を

使用して随意性瞬目実施の確認を行うと同

時に，その波形を検討対象とした。被験者は

実験室入室後，垂直 EOG 測定用電極および

血圧測定用リストモジュールを装着し，まず

3 分間の安静記録を（安静）実施した。その

後随意性瞬目条件を 3分間実施（瞬目A or B）

した。条件終了後 1.5 分の休憩をとった後，

再度随意性瞬目条件を 3 分間実施した（瞬目

A or B）。なお，実験２のみαアミラーゼ・コ

ルチゾル測定を行っている。また，随意性瞬

目波形のデータ分析は，瞬目専用解析ソフト

BBAS.ID(Bio-Behavior Analysis Systems: 

http://www.biobehavioranalysis.com/) を使

用した。 

 

Fig.5 BBAS.ID による瞬目波形算出データ 

特に，Half Duration(Half Down Point から

Half Up Point までの持続時間)と Descent 

Duration(Half Down Point から Peak Point



 

 

までの持続時間)に着目（Fig.5 参照）し，条

件毎に波形比較を実施した。 

 【結果】実験１において随意性瞬目の波形

分析を行った。その結果，宮田・山田(1985)

の指摘と同じく，随意性瞬目の持続時間は自

発性瞬目のそれより延長することが確認さ

れた（Fig.6 参照）。 

その延長状況を詳細に検討すると，複数の瞬

目波形持続時間のパラメータで延長が認め

られた。以上の結果は，随意性瞬目は自発性

瞬目と比較して眼瞼の開閉により長い時間

を要しているといえる。この持続時間の長短

の差は，瞬目生起の本質的な違いを反映して

いると推測する。また、実験２で唾液から測

定可能な指標に明確な変動は見られなかっ

た（Fig.7 参照）。心臓血管系指標も同様の傾

向であった。 

 

 以上より，随意性瞬目が自律神経系指標

（心臓血管系指標およびα-アミラーゼ）お

よび内分泌系指標から確認できるストレス

事態ではないことが示唆された。随意性瞬目

の瞬目持続時間が，自発性瞬目のそれより延

長することを再確認した。前者はこれまでの

先行研究（田中, 2002a; 田中, 2003a; 田中, 

2006a; 田中, 2008a)を支持するものである。

後者は，自発性瞬目と随意性瞬目の関連をも

示唆する結果である。これらの結果を基に，

田中(2006a)で提案された瞬目知覚法を使い，

随意性瞬目の実場面で応用研究を進めるこ

とが可能となるであろう。 

④まとめにかえて 

１．内分泌系指標の個人差特性について： 

同一被験者の連続計測から、内分泌系指標で

あるコルチゾルの不安定なデータが浮き彫

りになった。これは被験者内においても顕著

であった。結果的に，当初の研究計画を遅延

させてまでも，その内容を詳細に確認した。

さらにはデータの再計測も行った。しかしな

がら，特に被験者内における変動要因が不明

瞭であった。特に本研究では被験者は女性で

あるため，研究開始当初想定しなかった個人

内特性があることが示唆された。 

２．随意性瞬目の個人差：内分泌系指標同様，

同一被験者の連続計測から、随意性瞬目のデ

ータに明確なばらつきが確認された。これは

瞬目頻度のみならず，その波形分析でも明確

に確認された。この原因も確認すべく，再度

のデータ測定および再解析を繰り返したが，

その原因を特定できなかった。 

 上記 1．および２．については，研究結果

を公にする前に 2011 年 3 月 11 日の東日本大

震災の影響で（バックアップも含め）データ

が全て破損してしまい，データ上の再検討が

困難となった。そのためデータに基づいた詳

細な検討が困難である。それ故不明瞭さをぬ

ぐえないがが，これらの結果および本研究の

結論を以下に記す。 

 本研究のようなストレス研究に包含され

る問題点の一つにストレスの個人差が挙げ

られる。さらにストレス評価、特に生物学的



 

 

な基盤を持つ指標には個人差が存在する。本

研究では当初想定しなかった Gray(1997)によ

る気質理論で分類された dopamine の影響を

多大に受ける BAS 群に瞬目の特異な振る舞

い（頻度上昇や持続時間延長）が確認される

と予測する。さらに、ネガティブな状況に陥

りやすい特性があるとされる（安田・佐藤，

2002）BIS 群にストレス対処行動が困難な状

態が（心臓血管系指標やコルチゾルにて）確

認されるとも予測する。BPM 実用化はこれら

の諸要因を再検証することで確固たるもの

になると確信し，さらに検討を重ねたい。 
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